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Abstract
Generalized eccrine sweating is the physiologic response to an increased body temperature during physical exercise or 

thermal stress and is the most effective means by which humans regulates their body temperature through evaporative heat 
loss. Failure of this mechanism can lead to heat exhaustion, heat stroke, hyperthermina, and death. Exaggerated local or sys-
temic response （hyperhidrosis） are a nuisance that may impair social and occupational activities. In this chapter, the anato-
my, cell biology and function of eccrine or apocrine sweat glands are described and the pathogenesis, diagnosis and treat-
ments of hepohidrosis or hyperhidrosis are also demonstrated. 
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1.　汗腺の種類

汗腺は体表面に分布して汗を分泌する。汗腺の発生，
分布，機能，構造の違いよりエクリン汗腺とアポクリン
汗腺の2種類の汗腺に分類される。エクリン腺は体の全
表面に分布して主に体温調節の機能を果たしている。
Fig. 1に示したように手掌，足底に多く分布している。
アポクリン腺は主に腋窩，乳暈，外陰部に分布し思春期
に分泌が活発になり主に体臭を発する。 

2.　エクリン腺の構造と機能

エクリン腺は分泌部と汗管から構成されている。汗管
は表皮表面に開口しており分泌部はコイル状に巻き重
なっている （Fig. 2）。汗管は真皮内汗管と表皮内汗管に
分けることができる。表層細胞と基底細胞の2層からな
り筋上皮細胞は見られない。分泌部は3種類の細胞で構
成されている。明調細胞，暗調細胞，筋上皮細胞であ
る。エクリン汗は成人で安静時でも200–400 mlの発汗
がある。分泌された汗は蒸発するときに気化熱を奪い体
温が低下する。

3.　エクリン汗の成分

3–1.　イオン
発汗は2段階のステップで構成されている。まず，血

清と等張性の原汗が分泌部より分泌される段階と導汗部
における塩化ナトリウムの再吸収の段階である。導管に

おける塩化ナトリウムの再吸収に影響する因子は多くあ
るが主に発汗速度により決定される。発汗速度が少ない
ときは導管中の塩化ナトリウムの量も少ないが急速に大
量に発汗するときにはエクリン汗中の塩化ナトリウムの
量は上昇し100 mMに達する。エクリン汗中のカリウム
の濃度は発汗量に関係なく一定であり5–10 mMである。
Cystic fibrosisのエクリン汗中の塩化ナトリウム濃度が高
いことはよく知られている 1）（Fig. 3）。最近，汗腺の分
泌部からの水の分泌にはアクアポリン5が重要な役割を
果たすことが明らかになってきた。
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Fig. 1.　エクリン汗腺の身体各部位における分布密度．


